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指令業務を効率化するために、既存システムから得られる沿線情

報の集約・運行判断支援を行う情報基盤を開発しました。

研究の背景と目的

研究成果

 異常時には、指令において迅速・確実な情報集約および運行判断が求められます。

 運行判断に必要な情報は複数系統のシステムから集めるため、 情報集約に時間と労力がかかる

うえ、指令員の技能にも左右されます。

 情報集約および運行判断における指令業務の負担軽減と脱技能化による、効率的な指令業務を

実現するため、鉄道ダイナミックマップを開発しました。

 既存システムとの接続により防災、設備、運行管理などの情

報を集約し、リアルタイムに地図・線路図上に展開できる情

報基盤を開発しました。

 判断支援情報（進入禁止区間、停止禁止区間など）を表示し、

指令員の運行判断の負担を軽減する機能を実現しました。

 開発したプロトタイプによる検証結果、鉄道事業者へのヒア

リングに基づき、基本仕様を定めました。

鉄道ダイナミックマップによる指令業務の効率化イメージ

 既存システムとのインター

フェースの開発と検証を進め、

より実務に即した仕様を実装

仕様書として策定します。

 鉄道ダイナミックマップで集

約・共有した情報の活用方法を

示す、ガイドを作成します。

信号技術研究部（列車運行制御システム）

鉄道ダイナミックマップ

今後の展開

輸送指令

電力指令

信通指令

施設指令

現状 目指したい姿
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鉄道ダイナミックマップ

異常時
ホワイトボード等に
情報を書き出して
情報を整理

• 情報伝達の遅れ
• コミュニケーションエラー
が課題

異常時
鉄道ダイナミック
マップに集約された
情報を活用

迅速・確実な情報共有
を実現（対現場も）

担当設備の
監視に集中

• 担当設備の監視
• 他指令との情報共有

脱技能化・安全確保の迅速化

現場
現場
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指令所

鉄道ダイナミックマップの構成および状態情報の流れ

鉄道ダイナミックマップの例と判断支援情報

防災情報 設備状態

鉄道
ダイナミックマップ

指令員

列車位置

既存システムから
情報を集約

• １画面で情報収集可
• 判断支援情報を提案

乗務員・係員

情報共有

指令所と同じ情報が
入手可能

状況把握が容易に

現場情報

指示

情報提供
対応提案

落石検知 踏切支障検知

列車１

列車２

作業中

ホーム下転落

作業中

ホーム
下転落

列車１
徐行・進入禁止
に関係する列車

列車２
関係なし列車

地図面

線路図面

※地理院地図

停車禁止

進入禁止

徐行

異常なし

判断支援情報

通常走行可能

減速して区間を通過
例）風・雨規制

区間内に停車しない
例）車両火災時の

トンネル内

区間進入前に停車
例）線路内支障物

地図面 線路図面

動的
情報

列車位置
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公的な雨量情報 踏切支障報知
転落検知装置
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情報

気象警報
河川水位情報

保守作業情報
工事速度制限

静的
情報

ハザードマップ 線路図
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支障

保守

情報を
統合

鉄道ダイナミックマップの構成

防災情報
システム

運行管理
システム

設備監視
システム

既存システムを活用

係員

情報共有

現場
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